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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
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る
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利 
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一 

 



 

電
気
の
建
設
に
よ
る
新
ホ
テ
ル(

東
京
・
港
区)

の
米
軍
提
供
を
決
め
、
続
い
て
十
四
日
、
そ
の
提
供
に
伴
う
日
米

政
府
間
協
定(

代
表
者
、
日
本
＝
北
村
外
務
省
北
米
局
長
、
米
＝
バ
ー
カ
ー
在
日
米
軍
参
謀
長)

を
締
結
し
た
。 

こ
の
政
府
の
一
連
の
措
置
に
対
し
て
、
港
区
議
会
が
一
九
七
八
年
十
二
月
の
建
設
反
対
の
請
願
採
択
、
七
九
年

十
一
月
の｢

区
民
と
の
十
分
な
話
し
合
い
が
つ
く
ま
で
着
工
を
見
合
わ
せ
る｣

等
の
意
見
書
採
択
に
続
い
て
、
七
月

四
日
、
「
地
元
住
民
の
納
得
を
得
る
ま
で
施
設
の
開
設
を
見
合
わ
せ
よ
」
と
の
要
望
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
こ 

政
府
は
七
月
一
日
の
閣
議
で
、
米
軍
用
宿
舎
・
山
王
ホ
テ
ル(

東
京
・
千
代
田
区)

の
返
還
と
引
き
か
え
に
安
立 

新
米
軍
用
ホ
テ
ル(

名
称
ニ
ュ
ー
サ
ン
ノ
ー
米
軍
セ
ン
タ
ー)

は
、
敷
地
七
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
物
一
万

八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地
上
七
階
、
部
屋
数
百
五
十
室
と
い
わ
れ
、
約
二
ヵ
月
後
に
正
式
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。 

米
軍
用
ホ
テ
ル
提
供
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

そ
も
そ
も
新
軍
事
施
設
地
は
世
上
、
高
級
住
宅
地
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
、
聖
心
女
子
学
園

な
ど
十
六
校
に
及
ぶ
学
校
や
児
童
施
設
が
立
ち
並
ぶ
文
教
地
域
で
も
あ
る
。
と
り
わ
け
同
施
設
地
の
周
囲
百
メ
ー

ト
ル
以
内
に
は
慶
応
幼
稚
舎
な
ど
三
つ
の
児
童
施
設
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
日
本
の
旅
館
業
法
は
ホ
テ
ル

の
開
設
を
許
可
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
が
同
地
を
米
側
に

提
供
し
た
の
は
、
米
側
の
①
も
よ
り
駅
か
ら
徒
歩
で
十
分
②
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
車
で
十
五
分
③
ア
メ
リ
カ
大
使
館

に
近
い
こ
と
、
と
い
う
東
京
の
住
宅
・
交
通
事
情
や
環
境
を
ま
つ
た
く
無
視
し
た
三
条
件
に
唯
々
諾
々
と
従
つ
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
元
住
民
は
強
い
不
信
と
批
判
の
声
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
軍
事
施
設
の
設
置
に

伴
う
地
域
環
境
の
激
変
、
風
紀
悪
化
、
犯
罪
多
発
、
さ
ら
に
は
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
等
を
心
配
し
、「
環
境

を
守
れ
」
と
設
置
反
対
運
動
を
続
け
て
き
た
地
元
住
民
の
納
得
、
合
意
を
政
府
が
な
ん
ら
得
な
い
ま
ま
、
建
設
を

強
行
し
、
そ
の
う
え
一
方
的
に
提
供
決
定
を
重
ね
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

四 

 



 

こ
う
し
た
立
地
条
件
に
根
本
的
な
欠
陥
を
も
ち
、
地
元
住
民
の
理
解
と
合
意
を
得
て
い
な
い
施
設
の
提
供
は
、

政
府
の
度
し
難
い
対
米
最
優
先
、
国
民
不
在
の
姿
勢
を
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
す
る
だ
け
で
、
直
ち
に
そ
の
提

供
を
と
り
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
き
質
問
す
る
。 

一 

今
回
政
府
は
、
米
軍
地
位
協
定
に
基
づ
く
国
有
財
産
管
理
法
第
七
条
で
、
軍
事
施
設
の
提
供
に
あ
た
つ
て
関

係
す
る
知
事
、
市
町
村
長
、
有
識
者
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
総
理
大
臣
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
他
へ
の
影
響
は
社
会
通
念
に
て
ら
し
て
軽
微
」
と
称
し
て
米
軍
へ
の
提
供
を
強
行
し
た
。
し
か 

 

し
、
新
軍
事
施
設
は
前
述
の
よ
う
に
文
教
施
設
が
多
数
存
在
す
る
地
域
に
あ
り
、
有
刺
鉄
線
一
つ
で
隣
家
と
接

す
る
と
い
う
住
宅
街
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
。
さ
ら
に
従
来
の
米
軍
用
山
王
ホ
テ
ル
で
は
、
婦
女
暴
行
事
件
、
照

明
弾
乱
射
事
件
が
発
生
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
現
在
ラ
ブ
ホ
テ
ル
化
さ
え
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
施
設
の
地

域
環
境
、
従
来
の
施
設
の
使
用
実
績
・
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ｢

社
会
通
念
上｣

新
規
提
供
に
伴

つ
て
教
育
、
関
係
住
民
の
生
活
、
そ
の
他
公
共
の
福
祉
等
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
ず
、
関
係
者
の
意
見 

五 

 



 

四 

新
施
設
の
管
理
、
運
営
に
責
任
を
も
つ
部
隊
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
従
来
、
山
王
ホ
テ
ル
に
置
か
れ
て

い
た
在
日
米
軍
広
報
部
は
新
施
設
に
設
置
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
施
設
内
部
の
バ
ー
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
娯
楽 

三 

政
府
の
窓
口
、
防
衛
施
設
庁
は
、「
地
元
の
安
全
・
環
境
対
策
は
地
元
と
連
絡
協
議
会
を
つ
く
つ
て
そ
こ
で
具

体
化
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
連
絡
協
議
会
の
規
模
、
構
成
メ
ン
バ
ー
、
そ
の
う
ち
住
民
代
表
の
人
数
を

ど
の
く
ら
い
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
連
絡
協
議
会
が
設
置
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
安
全
・
環
境
対
策
を
ど

う
進
め
る
の
か
、
政
府
は
自
主
的
に
安
全
・
環
境
対
策
を
と
る
意
思
を
も
つ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。 

二 

新
施
設
の
建
築
確
認
を
お
ろ
し
た
東
京
都
の
決
定
に
対
し
て
は
そ
の
後
住
民
か
ら｢

建
築
確
認
は
違
法｣

と
の

審
査
請
求
が
行
わ
れ
、
現
在
、
都
の
建
築
審
査
会
で
審
査
が
続
行
中
で
あ
る
。
建
築
審
査
の
結
論
が
で
て
い
な

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
軍
隊
に
施
設
を
提
供
す
る
の
は
、
審
査
結
果
い
か
ん
に
よ
つ
て
重
大
な
外
交
・

政
治
問
題
を
招
き
か
ね
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

を
聴
取
す
べ
き
だ
つ
た
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

六 

 



 

 

七 

関
係
の
設
備
名
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

新
施
設
で
は
、
山
王
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
て
い
た
日
米
合
同
委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。 

六 

政
府
と
新
施
設
所
有
者
安
立
電
気
と
の
賃
貸
契
約
の
期
間
及
び
賃
借
料
を
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


